
米子八幡神社の棟札（江戸期天正年間等）にみる形態と内容

（公開説明会資料、2013年4月）

はじめに

元米子高専助教・工学博士

藤木竜也

1．棟札とはなにか？

2．全国随一の保有数、烏取県

3．鳥取県最古の棟札は三仏堂奥院（投入堂）～永和元年、1375年

4・米子八幡神社の保有数は70枚＊資料には、「総数50枚」～訂正

5．岩手県の中尊寺金色堂棟札最古は

平安時代末期（保安3年、1122年‘

I米子八幡神社(創立養老4年720年）

当社保存の「書上帳」記載の棟札

遷宮月日天永2年（月日不明）1111年

Ⅱ八i幡神社の棟札の形態と内容

1．天正年間（12年、17年）の棟札2枚について

2．元文3（1738）年「八社八幡宮」棟札～八幡神社の社歴記載

「源頼朝が鶴岡八幡宮建立に際して「一国八社八幡宮」を勧請し、当社が

その総社であった｡」



棟札とは

・建築物の建設(上棟)・修理の際のエ裏記録板で､①ｴ喜内窓…②集且貝…③建築主【願主)氏名.…④太王様梁
名などが篇:面追“.は画面に墨書きされ､一般的に棟木や梁など建物内部の高所に取り付けたもの(部材に
直接書き付けるものもある)。県内神社棟札の場合は、本殿内外陣に安置される事例が多い。

．特に鳥取県は控社棟札(D.潜在保有数if全国随＝として知られ(『馬取県の近世制寿建築鳥取県近世社寺建劇蕊急調査報告
轡』19823)、八幡神社でも総数期枚..(杢社.怒放3－_摂社品.未社釜靴拠.､その他.2.拠一に及ぶ棟札が伝え残さ
れており、当社社殿の来歴を知ることが出来る。 州予恥皇70蔵(P/PM叩拓

・棟札の風習がいつ頃からはじまったかは明らかではないが、岩壬県の虫婁妾金色堂Q侭安.i{i'imRM).
注国囚最古として知られ､妥安時代末期宝蚕は遡る.ことが出来る。なお､現段階で鳥取県内最古の猿札とし
工確認史tizいるのは三仏毒奥院(投入堂)の永和元(過Z月.窪)椋札。

（注）2013（平成25）年4月現在

八幡神社所蔵は70枚一（八幡神社）

八幡神社の天正年間(天正12年､天正17年)棟札2枚
天正12.ami隼猿払

総高:n75mm幅:180mm材厚:5mm頭部形状：尖頭型胴部形状：上下同幅型材種：松
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天正.17.(1照蝕祭掠札
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１
５
８
４
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【表面】 【裏面】

鳥取県米子市東八幡：八幅神社棟札に見る形態・内容と中世伯書・出璽の「八社八鱈宮｣:B本建築学会技術報告集に投稿・査読中より抜総加筆・修正

元文3（1738）年棟札には、八幡神社の社歴が記されており、次の記述がなされている。

…頼朝将軍公月拭為政道止■テー園八社八幡宮勧請王布然■八幡郷八幡大神宮波八社之為惣社崇敬異他が…

源頼朝が鶴岡八幡宮の建立に際して｢一国八社八幡宮｣を勧請し､当社がその総社であったというものである。

横田別宮：奥出雲町八川という(曽根研三「出雲国造の治神思想｣)。撞田八擢宮も同じ起源に発すると見られる。

安田別宮：安来市伯太町安田。北八幡と南八幡があり、南A掻富が本来の位置と伝えられる。、

赤穴別宮：飯南町赤名に所在する赤庫八幡宮

枚浜別宮：松江市竹矢町に所在する妥鍛JM侭富

日蔵別宮；雲南市三刀屋町乙加宮に所在する日倉挫社

新松別宮：出雲市松寄下に所在する軸｣軍in幅宮に合肥したと伝えられる

白上別宮：雲南市大東町下佐世に所在する佐世強社と同所にあったと伝えられる（『島根県史六』)。

大田別宮:雲南市三刀屋町殿河内大田にあったと伝えられる（曽根研三｢出雲国造の治神思想｣)。出典『新修島根県史通史編1』19記
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類似するものに、出雲国の「八所八幡宮」があり、これは朝廷内における平氏隆盛の契槻になったという源義

親の乱（1101～1108年）に端を発する、8カ所の石清水八幡宮の分記することで弱体化していた出雲国の掌

握を新たに画策したもので（『東出霊町誌』19787など)、これによって既に平氏の知行国であった伯雪国に加え、

出雲国にも平氏勢力が浸透し、治承・寿永の乱（源平合戦、1180～1185年）では、これを裏付けるように伯

雷・出雲両国共に平氏方に与したことが知られる（『鳥取県史第2巻』19733､『島楓凧史通史糧(一)』1968)。

つまり、出雲に敷かれた「八所八幡宮」は源頼朝との関連が認められず、八幡神社の元文3(1738)年棟札が伝

える「一画八社八幡宮」と同一であるとは考え難い。

島根県内の神社由緒を『神園島根』('981.4)に見ると、「八所八幡宮」とは別に「八社八幡宮」を散見でき、「世

にこれを出雲八所八幡宮（後には八社八幡）ともいう」(南八幅宮銅t由緒)などと、半ば同一のものと混同されて

いる。同書より「八社八幡宮」もしくは源頼朝との関連を伝える神社由緒を抜粋し、以下に挙げる。

1．安田八幡宮（島根県安来市伯太町）

…建久七丙辰年鎌倉右大将源頼朝卿の上使当国へ下り、八社八幡宮と被定…

2．南八幡宮（島根県安来市伯太町）：安田八幡宮から分肥

…建文七年（一九六）頼朝は上使田槙安房守を還はし当社を検分させ造営を命じ建永元年（一二○六）八月遷宮式を行った。

3．八Jll八幡宮（島根県奥出雲町八川）

…当社建久七年丙辰十月十五日相州鎌倉鶴岡八幡宮ヲ勧請ス則出雲国八社之内其一社也。…

4．佐世神社（島根県雲南市大東町）:合併

…境内に鎮座白神八幡宮と称し、由緒は建久年間源右府頼朝の創立にして出雲国八所八幡の一つであり、大正八年十二月本社に

合併した。

5．来次神社（島根県霊南市木次町）

…誉田別命は建久三年､源頼朝が出璽地方に八社を選んで八幡宮を勧鯖したうちの－社で、いわゆる八社八幡の一つである。…

6．八幡宮（島根県埋南市三刀屋町）

建久年中右大将源頼朝卿の勧請とのロ碑也…

7．由来八幡宮（島根県飯南町頓原）

当社は源頼朝の勧謂した出雲八社八幡宮の第四社である。建久七年（一九五年）源頼朝が臣田槙安房守に社地を選定させ、建

永元年（一二○六年）に至って新殿落成し、時の出璽守護佐々木義情に鎮祭させた。

8．朝山八幡宮（島根県出雲市松寄下町）

…建久三年には源頼朝鶴ヶ岡神威の厚朴を伐りて八幡大神の神像八体を造り出璽国八社八幡宮に泰安せりと云う｡世に八社八幡

宮を頼朝の創立などと云い伝うるは是に依る。

9．下庄八幡宮（島根県出雲市下横町）：移築

…口碑に擦れば源頼朝公荘園に地頭を腫かれし時出雲国には八所八幡宮を勧請神門郡にも亦八所八幡宮を建立せられし其の一

社にして、今の下横町波美入六三二番地に相当する地に社殿を創立し下庄八幡宮と称して崇敬せられ…

このように「八社八幡宮」として伝えられるものは、前述の「八所八幡宮」とは本質的に端緒を違えているこ

とが明らかである。『神園島根』の各神社由緒では9社を数えるに及ぶが、後年の分祁などの経緯に理由が考

えられそうである。

八幡神社の元文3(1738)年棟札にいう「一画八社八幡宮」と示されたそれは、他の神社由緒においても共通し

て建久年間（1190～1198年）に源頼朝の関与を伝えるものであった。つまり、先述の出雲における「八社八
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J列…帥硯…剛八社八鯛が敷かれ…を伝え砿えて…
う。では、八幡神社の他に伯奮の「八社八幡宮」がどれだけ伝えられているかを『鳥取県神社調(1935)、『新

修鳥取県神社誌因伯のみやしろ』(2012.6)の神社由緒から以下に示す。

1．圃信神社（鳥取県西伯郡大山町）

…建久二年源頼朝佐々木高綱をして近園を巡視せしめし時、高綱営社の由来を聞き源家長久を減らしめん為め嵩社を再建し…

2．福田正八幡宮（鳥取県西伯郡南部町）

創立年代不詳、後鳥羽天皇の御時将軍源頼朝画々に令して八幡宮を勧謂せらる、富社も其例なり…

3．燭II神社（鳥取県日野郡江府町）・

創立年代詳ならざれども、蔑記に擦れば往古豊前園宇佐宮より勧請し、－園八社八幡宮の一社と唱ふ…

4．大港神社（鳥取県境港市栄町）

『境港沿革史』には、源頼朝が勧謂し伯蓄国八社八幡の一つとしたと伝えられ、建久七年（一九六）佐々木義清が幕府の代参

として、弓矢・神馬を奉納…

伯奮の「八社八幡宮」は、このように現時点で八幡神社を加えて5社でしか把握出来ていない。また、因幡国

や石見国において「八社八幡宮」もしくは源頼朝との関係性を伝える神社は特に見出せず、八幡神社元文3

（1738）年棟札がいうような「八社八幡宮」が「諸国」を通じて敷かれていた確証は乏しい。鎌倉幕府開府

間もない建久年間（1190～1198年）に「八社八幡宮」が敷かれたことは、伯香・出雲の両国ともが、元々平

氏勢力の浸透する地であり､鎌倉幕府新政権の勢力拡大を図る祭政一致の策を講じたものであったのではない

だろうかと考えられそうである。

2013.04.13藤木竜也
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